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議
案
第
66
号
　
秦
野
市
犯
罪
被
害
者
等 

支
援
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要
　
旨

　

犯
罪
被
害
者
な
ど
の
支
援
な
ど
に
つ

い
て
基
本
理
念
を
定
め
、
本
市
や
市
民
、

事
業
者
な
ど
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
支
援
の
基
本
的
な
事
項
を

定
め
、
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
犯
罪
被
害
者
な
ど
の
権
利

利
益
の
保
護
や
被
害
の
軽
減
・
回
復
を

図
り
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
制
定

す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
令
和
４
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
県
内
で
は
、
既
に
２
つ
の
自
治
体

議
案
第
73
号
　
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

▼
要
　
旨

　

は
だ
の
丹
沢
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
パ
ー
ク

に
つ
い
て
、
秦
野
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審

議
会
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
隣
接
す

る
神
奈
川
県
立
山
岳
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
、
神
奈
川
県

公
園
協
会
・
小
田
急
電
鉄
共
同
事
業
体

を
新
た
に
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
す

る
も
の
。

　

な
お
、
指
定
期
間
は
、
令
和
４
年
４

月
１
日
か
ら
９
年
３
月
31
日
ま
で
の
５

年
間
と
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
意
見

問　
は
だ
の
丹
沢
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
パ
ー

ク
に
つ
い
て
は
、
市
外
の
利
用
者
が
約

７
割
と
多
い
。
指
定
管
理
者
候
補
と
な

っ
た
共
同
事
業
体
を
構
成
す
る
小
田
急

電
鉄
株
式
会
社
に
、
特
に
期
待
す
る
効

果
は
ど
の
よ
う
か
。

に
お
い
て
犯
罪
被
害
者
な
ど
の
支
援
に

特
化
し
た
条
例
が
制
定
さ
れ
て
お
り
、

本
市
で
も
条
例
化
す
る
こ
と
は
評
価
す

る
。
条
例
案
の
作
成
に
当
た
り
、
先
行

す
る
自
治
体
を
参
考
に
し
た
点
と
本
市

独
自
の
支
援
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答　
先
行
自
治
体
の
取
り
組
み
の
う
ち
、

転
居
費
用
の
助
成
や
性
犯
罪
被
害
者
へ

の
支
援
な
ど
を
参
考
に
し
た
。
本
市
独

自
の
支
援
は
、
被
害
者
と
そ
の
家
族
な

ど
が
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
の

費
用
の
助
成
と
、
一
時
預
か
り
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
際
の
助
成
対
象
に
小
学

生
の
児
童
を
加
え
た
こ
と
で
あ
る
。

問　
本
条
例
に
お
い
て
は
、
犯
罪
被
害

者
な
ど
の
権
利
利
益
の
保
護
や
被
害
の

軽
減
・
回
復
の
た
め
、
支
援
金
を
支
給

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
親
族
間

に
よ
る
犯
罪
被
害
で
あ
る
場
合
に
つ
い

答　
小
田
急
電
鉄
は
、
乗
降
客
数
が
日

本
一
で
あ
る
新
宿
駅
を
は
じ
め
、
東
京

都
内
や
神
奈
川
県
内
の
主
要
駅
を
抱
え

て
お
り
、
そ
れ
ら
の
駅
を
活
用
し
た
広

報
宣
伝
や
情
報
発
信
に
効
果
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

問　
県
立
秦
野
戸
川
公
園
内
に
、
県
の

リ
ー
ド
・
ス
ピ
ー
ド
施
設
と
隣
接
す
る

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
施
設
と
し
て
、
は
だ
の

丹
沢
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
パ
ー
ク
を
整
備
し

た
が
、
指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
す
る

こ
と
に
よ
る
今
後
の
魅
力
向
上
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
全
国
有
数
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
の
拠
点
で
あ
り
、
新
東
名
高
速
道

路
の
開
通
を
控
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

集
客
を
見
込
ん
で
い
る
。
県
と
併
せ
た

３
施
設
の
一
体
的
運
用
に
よ
り
、
合
理

的
で
効
果
的
な
運
用
が
期
待
で
き
る
こ

と
に
加
え
、
周
辺
環
境
の
中
で
さ
ら
な

る
魅
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

意
見　
神
奈
川
県
に
お
い
て
選
定
し
た

県
立
山
岳
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
同
一

主 な 内 容

て
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
支
援
金
が
加
害
者
の
利
益
に
つ
な

が
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
原
則
、

支
給
は
行
わ
な
い
が
、
特
例
的
に
支
給

す
る
場
合
は
、
国
の
犯
罪
被
害
給
付
制

度
と
同
様
の
取
り
扱
い
と
し
た
い
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論
　

　

犯
罪
被
害
者
の
支
援
に
つ
い
て
は
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念

に
沿
う
も
の
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

今号（第243号）は、３人から９作品の応募がありました。次号（第244号）の表紙写真の募集はありません

はだの丹沢クライミングパーク

　

第
４
回
（
12
月
）
定
例
会
は
、
11
月
25
日
か
ら
12
月
14
日
ま
で
の
20
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
条
例
の
制
定
や
指
定
管
理
者
の
指
定
な
ど
市
長
提
出
議
案

17
件
の
ほ
か
、
議
員
提
出
議
案
３
件
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

秦野市議会は令和４年１月１日から通年会期制に移行しました！

犯
罪
被
害
者
へ
の
支
援
拡
充

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
を
可
決

犯
罪
被
害
者
へ
の
支
援
拡
充

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
を
可
決

犯
罪
被
害
者
へ
の
支
援
拡
充

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
を
可
決

犯
罪
被
害
者
へ
の
支
援
拡
充

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
を
可
決白梅のトンネルを抜けるとそこに春が待っている（撮影者・小泉一宏さん）

詳しくは
　こちら→

の
指
定
管
理
者
候
補
を
非
公
募
と
し
て

選
定
し
た
が
、
公
平
・
公
正
と
い
う
観

点
で
は
、
公
募
す
る
べ
き
で
あ
る
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

地
方
自
治
の
本
旨
に
な
じ
ま
な
い
不

適
切
な
手
続
で
あ
り
、
候
補
者
を
公
募

す
べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

県
が
公
募
し
選
定
し
た
指
定
管
理
者

に
よ
り
、
施
設
を
一
体
的
に
管
理
す
る

こ
と
が
最
適
で
あ
り
、
表
丹
沢
の
魅
力

向
上
の
拠
点
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）
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第243号

秦野市議会 こちらからも
アクセスできます

被
害
者
に
寄
り
添
っ
た

市
独
自
の
支
援
を
規
定

審
議
議
案

は
だ
の
丹
沢
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
パ
ー
ク
の

指
定
管
理
者
候
補
を
決
定

審
議
議
案

　令和２年９月第３回定例会に
おいて、市議会から市に対し、
犯罪被害者などの支援を目的と
した条例の制定を
求める決議をしま
した。

市議会の決議を受け
早期の条例化が実現

詳しくは
こちら➡

議会だよりへの意見を
お待ちしております



はだの議会だより 令和 4 年（2022 年）2 月13日（日）  第 243号〘2〙

創　
和　
会　
　
　
諸
星　
　
光

一　
新
東
名
高
速
道
路
開
通
に
伴
う
消

防
・
救
急
体
制
に
つ
い
て

問　
新
東
名
高
速
道
路
に
お
い
て
、
こ

れ
ま
で
経
験
の
な
い
特
殊
な
環
境
下
で

の
消
防
・
救
急
に
対
応
す
る
た
め
、
訓

練
な
ど
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
高
速
道
路
上
で
の
事
故
な
ど
を
想

定
し
、
関
係
機
関
と
の
実
践
的
な
合
同

訓
練
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
近
隣
の

消
防
本
部
と
も
さ
ら
な
る
連
携
を
図
り
、

消
防
力
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

二　
国
道
２
４
６
号
バ
イ
パ
ス
の
早
期

実
現
に
向
け
て

問　
未
事
業
化
区
間
を
含
む
、
一
日
も

早
い
全
線
事
業
化
と
整
備
促
進
に
向
け

た
、
本
市
と
し
て
の
決
意
と
取
り
組
み

の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
事
業
化
を
見
据
え
た
、
ア
ク
セ
ス

道
路
の
整
備
は
有
効
で
あ
り
、
県
な
ど

無　
所　
属　
　
　
古
木　
勝
久

一　
堀
水
路
の
暗
き
ょ
の
管
理
に
つ
い

て問　
堀
水
路
の
暗
き
ょ
上
部
に
あ
る
本

市
の
公
共
残
土
な
ど
の
搬
入
・
搬
出
は

以
前
か
ら
常
習
的
に
行
わ
れ
て
き
た
が
、

そ
の
量
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答　
搬
入
量
や
搬
出
量
は
把
握
し
て
お

ら
ず
、
記
録
も
な
い
。

問　
こ
の
こ
と
は
い
わ
ゆ
る
廃
棄
物
処

市
民
ク
ラ
ブ　
　
　
八
尋　
伸
二

一　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
幸
福
・
健

康
）
に
つ
い
て

問　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は
直
訳
す

る
と
良
好
な
状
態
の
こ
と
で
、
辞
書
に

は
「
健
康
、
幸
せ
、
福
祉
」
と
書
か
れ

て
い
る
。
私
は
、
市
役
所
の
職
場
環
境

を
良
く
す
る
こ
と
で
、
よ
り
質
の
高
い

仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
市

政
発
展
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
女
性
管

理
職
の
登
用
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
課
長
級
以
上
の
女
性
職
員
の
割
合

は
、
最
近
５
年
間
の
推
移
で
は
平
成
29

年
度
11
・
２
％
、
30
年
度
11
・
５
％
、

令
和
元
年
度
16
・
２
％
、
２
年
度
18
・

５
％
、
３
年
度
19
・
８
％
と
年
々
上
昇

し
て
い
る
。

問　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
進
め
る
た
め

に
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
対
応
も
必

と
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
み

た
い
。
産
業
界
な
ど
の
力
も
借
り
て
、

「
オ
ー
ル
秦
野
市
」
と
し
て
、
事
業
化

を
実
現
し
て
い
き
た
い
。

三　
渋
沢
丘
陵
の
利
活
用
方
針
に
つ
い

て問　
駅
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、
気

理
法
の
処
理
基
準
に
抵
触
し
、
不
適
切

な
保
管
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

答　
抵
触
し
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
、

早
急
な
環
境
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
本
市
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
委

員
会
ま
た
は
第
三
者
委
員
会
で
徹
底
的

に
調
査
す
べ
き
と
思
う
が
ど
の
よ
う
か
。

答　
内
部
の
調
査
結
果
が
出
さ
れ
て
か

ら
、
本
市
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
委

員
会
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

二　
社
会
教
育
施
設
と
し
て
の
公
民
館

の
役
割
に
つ
い
て

問　
本
市
の
公
民
館
職
員
は
全
員
が
非

正
規
職
員
で
、
ま
た
、
社
会
教
育
担
当

課
や
公
民
館
な
ど
に
は
専
門
職
が
お
ら

ず
、
県
内
で
は
唯
一
で
あ
る
。
文
部
科

学
省
は
公
民
館
の
社
会
教
育
機
能
の
強

化
を
求
め
て
い
る
。
正
規
職
員
と
専
門

日
本
共
産
党　
　
　
佐
藤　
文
昭

一　
福
祉
施
策
に
つ
い
て

問　
介
護
保
険
施
設
を
利
用
す
る
低
所

得
者
の
食
費
な
ど
の
負
担
が
令
和
３
年

８
月
か
ら
約
２
倍
に
上
が
り
不
安
の
声

が
あ
る
が
、
制
度
改
正
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
在
宅
介
護
の
費
用
と
の
公
平
性
や

資
産
に
応
じ
た
負
担
を
求
め
る
た
め
、

食
費
負
担
限
度
額
が
日
額
６
５
０
円
か

ら
１
３
６
０
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

問　
報
道
に
よ
る
と
コ
ロ
ナ
禍
で
児
童

虐
待
や
Ｄ
Ｖ
が
増
え
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
本
市
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
３
年
度
の
上
半
期
新
規
の
虐
待
相

談
は
51
人
で
２
年
度
の
同
時
期
を
下
回

っ
た
。
Ｄ
Ｖ
は
29
件
で
増
加
傾
向
。

二　
教
育
施
策
に
つ
い
て

問　
安
全
・
安
心
な
環
境
で
学
ぶ
こ
と

日
本
共
産
党　
　
　
露
木　
順
三

一　
鶴
巻
温
泉
弘
法
の
里
湯
に
つ
い
て

問　
地
下
ピ
ッ
ト
内
の
メ
イ
ン
管
な
ど

の
漏
水
に
よ
っ
て
16
日
間
休
館
し
、
修

繕
な
ど
影
響
額
は
約
６
０
０
万
円
で
あ

る
。
建
築
後
20
年
が
経
過
し
、
配
管
が

老
朽
化
し
て
い
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
今
は
応
急
措
置
で
営
業
し
て
い
る
。

漏
水
し
た
メ
イ
ン
の
配
管
は
、
令
和
４

年
度
に
根
本
的
な
取
り
替
え
を
し
た
い
。

問　
営
業
前
の
地
下
ピ
ッ
ト
内
の
点
検

が
な
く
、
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
今
回
の
事
態
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

二　
市
税
等
の
滞
納
処
分
に
つ
い
て

要
だ
と
考
え
る
。
市
役
所
内
で
の
相
談

件
数
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
対
す
る
方
針
を

策
定
す
る
と
と
も
に
、
市
長
か
ら
も
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
出
し
て
は
ど
う
か
。

答　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相
談
と
い
う
形

で
の
集
計
は
な
い
が
、
職
場
内
の
人
間

関
係
に
つ
い
て
の
相
談
に
含
ま
れ
る
と

考
え
る
と
、
年
間
数
件
程
度
と
認
識
し

国
道
２
４
６
号
バ
イ
パ
ス
の

全
線
事
業
化
の
早
期
実
現
を

市
職
員
に
良
好
な
職
場
環
境
を

市
長
は
差
し
押
さ
え
の
前
に

滞
納
者
を
訪
問
し
生
活
実
態
を
把
握
せ
よ

施
設
入
所
者
の
食
費
や
居
住
費
を
支
援
す
る

「
介
護
補
足
給
付
」制
度
の
負
担
増
は
許
せ
な
い

厚木秦野道路（国道246号バイパス）計画図

上空から見た矢坪沢周辺の様子

　一般質問は、12月７日から９日の３日間行
われ、21人の議員が登壇しました。
　一般質問は、２面から５面に掲載されてい
ます。（質問者の文責により、質問と答弁の
要旨を掲載）
　なお、各議員の記事にあるＱＲコードを読
み込むと、一般質問の動画を視聴できます。
（通信費は利用者の負担となります。）

一 般 質 問

て
い
る
。
３
年
４
月
に
秦
野
市
職
員
服

務
規
程
に
職
場
秩
序
の
保
持
と
し
て
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
防
止
す
る
規
定

を
盛
り
込
み
、
そ
の
防
止
な
ど
を
図
っ

て
い
る
。
今
後
は
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
に
関
す
る
方
針
」
と
し
て
明
文
化
し
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
定
義
や
所
属
長
・
職

員
の
責
務
を
明
確
に
し
、
同
時
に
市
長

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
検
討
し
た
い
。

第
三
者
委
員
会
の
設
置
で

不
適
切
保
管
の
是
正
を

問　
滞
納
者
と
は
別
人
の
預
金
口
座
を

誤
っ
て
差
し
押
さ
え
た
。
住
所
な
ど
を

突と
つ
ご
う合
す
る
確
認
手
続
を
怠
っ
た
の
か
。

答　
同
姓
同
名
の
預
金
口
座
を
本
人
名

義
と
思
い
込
み
、
管
理
職
も
確
認
を
怠

り
、
住
所
の
相
違
に
気
付
か
な
か
っ
た
。

問　
後
日
、
滞
納
者
本
人
を
訪
問
し
、

分
割
納
入
の
承
諾
を
得
た
と
聞
く
。
財

産
を
差
し
押
さ
え
る
前
に
訪
問
し
、
生

活
実
態
を
確
認
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

答　
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
に
よ
り
、

訪
問
催
告
の
取
り
組
み
を
推
進
し
た
い
。

三　
矢や

坪つ
ぼ
沢
整
備
事
業
に
つ
い
て

議長公務（12月～２月）
議長の主な公務についてお知らせします。
より詳細な公務日程について
は、市議会ホームページでも
公開しています。

○１２月
 19日 （日） 令和３年度秦野市教育功労者及び教育
   長表彰式
   令和３年度はだのっ子アワード表彰式
 25日 （土）  東海大学前駅北口エレベーター及び上

りエスカレーター開通式
 28日 （火）  令和３年消防団歳末火災特別警戒激励式
○１月
 ５日 （水） 令和４年秦野市新年賀詞交歓会
 ７日 （金） 秦野商工会議所令和４年新春のつどい
 ８日 （土） 令和４年秦野市消防出初式
 10日 （月） 令和４年秦野市新成人のつどい
 17日 （月）  2022年度公益社団法人秦野青年会議所

新年賀詞交歓会

小菅　基司 議長

20年以上前から置かれている公共残土と廃棄物

ゼロカーボンシティの実現を

は
非
常
に
大
切
で
あ
る
が
、
学
校
教
育

に
お
け
る
子
ど
も
の
権
利
に
関
わ
る
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
子
ど
も
の
権
利
条
約
を
踏
ま
え
、

全
て
の
子
ど
も
が
そ
の
子
ら
し
く
輝
け

る
よ
う
な
人
権
教
育
に
取
り
組
む
。

問　
本
市
の
児
童
・
生
徒
の
問
題
行
動

に
つ
い
て
、
現
状
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
令
和
２
年
度
は
心
理
や
福
祉
の
専

門
家
を
学
校
に
派
遣
し
、
心
理
的
な
課

題
へ
の
継
続
的
な
支
援
・
指
導
を
し
た

こ
と
で
、
暴
力
行
為
は
減
少
し
て
い
る
。

三　
気
候
危
機
の
打
開
に
つ
い
て

問　
本
市
が
策
定
中
の
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
で
、
平
成
25
年
度
よ
り
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
を
46
％
削
減
す
る
と
し
て

い
る
が
、
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
本
市
の
総
排
出
量
の
３
分
の
１
以

上
を
※
産
業
部
門
が
占
め
る
た
め
、
引

き
続
き
削
減
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

職
を
配
置
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
地
域
の
活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
た
め
に
、
正
規
職
員
や
専

門
職
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
関
係
部
署

と
相
談
し
て
い
き
た
い
。

要
望　
文
部
科
学
省
は
地
域
の
課
題
解

決
に
向
け
て
、
市
民
の
学
習
と
活
動
を

支
援
す
る
機
能
の
強
化
を
提
言
し
て
い

る
。
本
市
も
こ
う
し
た
視
点
で
、
公
民

館
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

軽
に
自
然
を
楽
し
め
る
、
渋
沢
丘
陵
の

利
活
用
方
針
の
策
定
に
向
け
た
取
り
組

み
の
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
同
地
な

ら
で
は
の
特
徴
を
生
か
し
た
策
定
が
必

要
で
あ
る
が
、
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
は
だ
の
魅
力
づ
く
り
担
当
を
中
心

に
、
庁
内
を
横
断
的
に
組
織
し
た
利
活

用
方
針
検
討
会
議
に
よ
り
詰
め
の
作
業

を
行
っ
て
お
り
、
渋
沢
丘
陵
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
効
果
的
に
利
活
用
で
き
る
方

針
を
令
和
３
年
度
末
に
は
策
定
し
た
い
。

問　
樹
木
の
伐
採
な
ど
の
見
直
し
を
求

め
る
矢
坪
沢
整
備
に
関
す
る
要
望
書
へ

の
回
答
に
は
、
で
き
る
限
り
景
観
な
ど

に
配
慮
し
た
工
法
の
選
定
に
努
め
、
一

部
で
も
既
存
樹
木
を
残
せ
る
よ
う
検
討

す
る
と
あ
る
が
、
な
ぜ
一
部
な
の
か
。

答　
一
部
だ
け
残
す
の
で
は
な
く
、
で

き
る
限
り
緑
化
な
ど
に
配
慮
す
る
と
い

う
こ
と
。
実
際
に
検
討
も
し
て
い
る
。

問　
12
月
中
の
住
民
説
明
会
は
ど
う
か
。

答　
20
日
、
22
日
、
26
日
に
開
催
す
る
。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、令和２年
３月に議長により、秦野市議会災害等対策会議が設置さ
れ、情報収集や、市への情報提供などを行っています。

※産業部門…農林業などの第１次産業と製造業などの第２次産業を合わせたもの用語解説
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※自
じ ば つ

伐型林業… 森林所有者が経営・管理・施業を委託する林業の形態ではなく、農家や林家などによる自家伐採と６次産業化により採算性と環境保全を高い次元で両立する森林経営のことで、
参入障壁が低く、幅広い就労を実現するとされる

用語解説

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
取
り
組
む

中
小
企
業
に
支
援
を
望
む

弘
法
の
里
湯
の
こ
れ
か
ら
を
見
据
え
た

取
り
組
み
を
展
開
せ
よ

市
民
に
あ
た
た
か
く
、
や
さ
し
い

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
努
め
よ

寺
子
屋
方
式
の
学
習
支
援

直
ち
に
全
市
に
展
開
せ
よ

環
境
に
配
慮
し
た

自じ
ば
つ伐
型
林
業
の
推
進
を

コ
ロ
ナ
に
気
を
付
け
な
が
ら

元
気
に
街
へ
一
歩
出
よ
う

自
民
党
秦
野　
　
　
今
井　
　
実

一　
弘
法
の
里
湯
の
運
営
に
つ
い
て

問　
平
成
28
年
か
ら
30
年
の
平
均
入
館

者
数
は
、
年
間
約
16
万
人
と
オ
ー
プ
ン

当
初
と
変
わ
ら
な
い
が
、
健
全
運
営
の

観
点
な
ど
か
ら
、
こ
の
状
況
へ
の
考
え

は
ど
う
か
。
ま
た
、
建
設
当
初
に
想
定

し
て
い
た
入
館
者
数
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
館
内
が
混
雑
す

る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
入
場
制
限
を
す

る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
今
後
も

感
染
状
況
に
注
意
し
な
が
ら
、
適
切
な

時
期
に
適
切
な
対
応
を
行
っ
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
設
計
段
階
の
利
用
計
画
人

数
は
、
平
日
が
１
日
当
た
り
１
５
０
人
、

休
日
が
３
０
０
人
を
想
定
し
て
い
た
。

要
望　
29
年
の
１
日
当
た
り
の
入
館
者

数
は
、
当
初
想
定
し
て
い
た
２
倍
か
ら

３
倍
ほ
ど
の
人
数
が
訪
れ
た
計
算
に
な

る
。
集
中
し
て
長
い
期
間
休
業
す
る
こ

と
で
施
設
を
見
直
し
、
ど
う
改
善
し
た

ら
よ
り
良
い
施
設
に
な
る
か
検
討
し
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
を
考
え
て
い
る
な
ら
、
宮
永
岳
彦

記
念
美
術
館
を
含
め
た
施
設
の
運
用
に

創　
和　
会　
　
　
谷　
　
和
雄

一　
特
色
あ
る
学
校
と
と
も
に
歩
む
地

域
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
上
小
学
校
に
導
入
さ
れ
た
小
規
模

特
認
校
制
度
に
よ
る
就
学
状
況
や
、
そ

の
効
果
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答　
全
児
童
数
66
人
の
う
ち
、
他
学
区

か
ら
の
児
童
は
21
人
で
あ
る
。
集
団
性

の
確
保
に
加
え
、
学
力
向
上
と
併
せ
て

地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

意
見　
上
小
学
校
で
は
、
小
規
模
な
ら

で
は
の
心
育

は
ぐ
く
む
教
育
が
実
践
さ
れ
て
お

り
、
保
護
者
か
ら
学
力
向
上
の
効
果
も

感
じ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
引
き
続

き
、
制
度
を
生
か
し
た
心
豊
か
な
教
育

の
推
進
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

無　
所　
属　
　
　
吉
村　
慶
一

一　
寺
子
屋
方
式
に
よ
る
学
習
支
援
に

つ
い
て

問　
寺
子
屋
方
式
に
よ
る
学
習
支
援
を

試
行
し
て
い
る
﹁
北
っ
こ
チ
ャ
レ
ン
ジ

教
室
﹂
の
状
況
・
費
用
な
ど
は
ど
う
か
。

答　
本
市
に
は
、
平
成
25
年
度
に
発
足

し
、
優
れ
た
社
会
貢
献
団
体
と
し
て
公

益
財
団
法
人
社
会
貢
献
支
援
財
団
か
ら

表
彰
さ
れ
た
、
大
根
地
区
の
「
ひ
ろ
は

た
自
習
・
相
談
室
」
な
ど
の
先
例
が
あ

り
、
こ
こ
に
は
市
も
支
援
し
て
き
た
。

ま
た
、
市
と
民
間
企
業
が
連
携
し
た
学

習
支
援
や
、
教
育
委
員
会
に
あ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
を
活
用
し
た
児
童
ホ

ー
ム
で
の
学
習
支
援
も
実
施
し
て
き
た
。

そ
れ
ら
を
受
け
て
令
和
３
年
７
月
よ
り
、

北
地
区
で
「
北
っ
こ
チ
ャ
レ
ン
ジ
教

室
」
を
毎
週
火
・
木
曜
日
の
午
後
２
時

半
か
ら
４
時
半
ま
で
開
催
し
た
と
こ
ろ
、

現
在
33
人
の
小
学
生
が
参
加
し
て
い
る
。

効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
保
護
者
に

も
好
評
で
あ
る
。
現
在
、
開
設
時
間
の

関
係
で
、
中
学
生
が
通
う
こ
と
が
難
し

い
た
め
、
中
学
生
向
け
に
準
備
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
指
導
者
へ
の
謝
礼
な

ど
の
事
業
費
の
３
分
の
２
は
、
国
・
県

か
ら
の
補
助
金
で
あ
る
。

公　
明　
党　
　
　
山
下　
博
己

一　
ひ
き
こ
も
り
対
策
に
つ
い
て

問　
令
和
元
年
９
月
の
一
般
質
問
で
80

代
の
親
が
50
代
の
ひ
き
こ
も
り
の
子
を

支
え
、
共
倒
れ
の
リ
ス
ク
を
抱
え
る
80

・
50
問
題
の
実
態
調
査
と
対
策
強
化
を

求
め
た
が
、
そ
の
後
の
対
応
は
ど
う
か
。

答　
新
た
に
地
域
共
生
支
援
セ
ン
タ
ー

を
立
ち
上
げ
、
介
護
支
援
専
門
員
協
会

（
ケ
ア
マ
ネ
協
会
）
な
ど
の
協
力
で
、

ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
１
０
５
人
を

対
象
に
実
態
調
査
を
実
施
し
た
。

問　
待
ち
受
け
型
で
は
な
く
、
ケ
ア
マ

ネ
協
会
と
連
携
し
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型

創　
和　
会　
　
　
阿
蘇　
佳
一

一　
第
６
波
へ
の
備
え
に
つ
い
て

問　
①
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
が
懸
念

さ
れ
る
が
３
回
目
の
接
種
は
、
②
５
歳

か
ら
11
歳
ま
で
の
ワ
ク
チ
ン
は
ど
う
か
。

答　
①
２
月
以
降
に
、
集
団
接
種
会
場

で
の
接
種
者
は
日
時
を
あ
ら
か
じ
め
指

定
し
、
集
団
接
種
と
個
別
接
種
を
実
施

す
る
。
②
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
で
小
児
専

用
の
ワ
ク
チ
ン
だ
が
、
接
種
の
際
は
保

市
民
ク
ラ
ブ　
　
　
大
野　
祐
司

一　
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て

問　
全
庁
的
に
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど

の
作
成
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の

指
針
を
作
成
し
て
は
ど
う
か
。

つ
い
て
、
改
め
て
考
え
て
ほ
し
い
。

二　
秦
野
特
産
の
落
花
生
の
振
興
に
つ

い
て

問　
落
花
生
の
生
産
振
興
に
お
け
る
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
、
現
在
の
状
況

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
補
助
金
制
度
の
創
設
な
ど
に
よ
り
、

作
付
面
積
は
こ
の
11
年
間
で
２
・
45
倍

に
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
内
商
業

者
と
落
花
生
農
家
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に

つ
い
て
、
安
定
し
た
仕
入
れ
が
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
を
含
め
、
関
係
機
関
と

連
携
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

二　
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
よ
る
地
方

創
生
に
つ
い
て

問　
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
取
り
組
み
は
ど

う
か
。
ま
た
、
地
方
創
生
の
観
点
か
ら

国
が
進
め
る
﹁
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
﹂
と
の
連
携
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　
市
民
の
利
便
性
向
上
と
し
て
、
行

政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
促
進
を
図
る
。
ま

た
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
は
、

テ
ー
マ
に
「
転
職
な
き
移
住
」
が
あ
り
、

本
市
の
強
み
が
生
き
る
と
考
え
て
い
る
。

高
橋
市
長
と
国
政
と
の
関
係
性
を
生
か

し
、
デ
ジ
タ
ル
庁
へ
の
本
市
職
員
の
派

遣
な
ど
も
含
め
、
連
携
を
検
討
し
た
い
。

意
見　
今
は
首
都
圏
か
ら
地
方
へ
の
人

問　
良
い
結
果
が
出
て
い
る
な
ら
ば
、

地
区
に
よ
っ
て
不
平
等
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
早
急
に
全
市
に
展
開
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
地
域
の
協
力
が
必
要
な
事
業
だ
が
、

不
平
等
に
な
ら
な
い
よ
う
に
全
市
的
な

展
開
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

要
望　
１
、
２
年
の
う
ち
に
全
市
展
開

を
実
現
で
き
る
よ
う
努
め
て
ほ
し
い
。

の
支
援
が
重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
相
談
者
を
待
つ
だ
け
で
な
く
、
こ

ち
ら
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
重
要
と
考

え
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
支
援
が
効
果

的
か
見
極
め
、
慎
重
に
対
応
し
た
い
。

二　
※
自
伐
型
林
業
の
取
組
に
つ
い
て

問　
自
伐
型
林
業
は
、
環
境
に
優
し
い

自
立
採
算
型
の
持
続
可
能
な
新
し
い
林

業
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待

で
き
る
。
本
市
で
実
施
し
た
場
合
の
効

果
に
つ
い
て
、
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
森
林
整
備
や
専
門
知
識
・
技
術
を

生
か
し
た
よ
り
高
度
な
里
山
整
備
、
ま

た
新
た
な
担
い
手
の
裾
野
の
拡
大
な
ど

護
者
の
知
り
た
い
情
報
を
提
供
す
る
。

二　
子
ど
も
の
命
と
未
来
に
つ
い
て

問　
愛
知
県
弥
富
市
で
中
学
生
が
同
級

生
を
刺
殺
す
る
事
件
が
起
き
、
強
い
衝

撃
を
受
け
た
。
全
国
の
児
童
・
生
徒
の

自
殺
者
数
は
４
１
５
人
、
本
市
の
児
童

虐
待
の
相
談
人
数
は
令
和
３
年
度
上
半

期
で
51
人
。
小
・
中
学
校
で
年
間
の
暴

力
行
為
は
37
件
、
い
じ
め
は
１
１
８
８

件
。
子
ど
も
を
守
る
体
制
は
ど
う
か
。

答　
強
い
危
機
感
を
持
っ
て
、
今
ま
で

以
上
に
保
護
者
や
地
域
と
一
丸
で
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
困

難
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を

酌
み
取
り
、
適
切
な
支
援
を
行
う
。

三　
高
齢
者
の
生
き
が
い
に
つ
い
て

答　
標
準
的
な
事
務
処
理
が
求
め
ら
れ

る
定
型
的
な
業
務
に
お
い
て
は
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
推
進
と
い
う
面
か
ら

も
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
を
図
る
必
要
が
あ

り
、
業
務
の
分
類
な
ど
も
考
慮
し
な
が

ら
、
ど
の
よ
う
に
整
理
す
べ
き
か
、
調

査
・
研
究
し
た
い
。

要
望　
過
去
の
事
務
処
理
ミ
ス
の
徹
底

的
な
分
析
を
併
せ
て
行
っ
て
ほ
し
い
。

二　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
つ
い
て

問　
企
業
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

を
進
め
る
た
め
に
は
、
新
た
な
費
用
負

担
が
生
じ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
支
援
の

考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
今
後
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
向
け
た
流
れ
に
乗
り
遅
れ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し

つ
つ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
特

化
し
た
支
援
策
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

三　
人
事
評
価
に
つ
い
て

問　
評
価
点
の
分
布
は
適
正
と
考
え
る

が
、
そ
れ
を
反
映
す
る
勤
勉
手
当
の
成

績
率
別
で
は
92
％
の
職
員
に
加
算
・
減

算
は
な
く
、
職
員
の
頑
張
り
が
処
遇
に

反
映
さ
れ
づ
ら
い
と
考
え
る
。
評
価
点

と
成
績
率
が
一
層
連
動
す
る
よ
う
、
区

分
を
見
直
す
べ
き
だ
が
、
ど
う
か
。

答　
職
員
の
頑
張
り
に
見
合
っ
た
処
遇

反
映
は
必
要
と
考
え
る
た
め
、
今
ま
で

以
上
に
職
員
の
意
欲
向
上
に
つ
な
が
る

制
度
に
見
直
し
を
し
て
い
き
た
い
。

の
流
れ
の
時
代
で
あ
り
、
国
の
構
想
に

沿
っ
て
地
方
創
生
に
取
り
組
む
べ
き
で

あ
る
。
牧
島
か
れ
ん
デ
ジ
タ
ル
大
臣
と

市
長
と
の
良
好
な
関
係
を
、
さ
ら
に
国

と
の
連
携
を
深
め
る
た
め
に
も
デ
ジ
タ

ル
庁
へ
の
職
員
派
遣
は
重
要
と
考
え
る
。

の
可
能
性
が
期
待
で
き
る
と
考
え
る
。

問　
自
伐
型
林
業
は
全
国
で
の
成
功
事

例
も
多
く
、
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
状

況
か
ら
、
本
市
で
も
実
施
す
る
た
め
の

環
境
実
態
調
査
を
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

答　
令
和
４
年
度
の
森
林
整
備
計
画
改

定
で
森
林
資
源
の
現
状
調
査
を
行
う
た

め
、
自
伐
型
林
業
の
可
能
性
が
見
い
だ

せ
た
場
合
は
自
伐
林り

ん
か家
と
相
談
し
適
地

な
ど
具
体
的
な
調
査
研
究
を
進
め
た
い
。

意
見　
精
神
障
が
い
者
の
地
域
移
行
や
、

差
別
・
偏
見
を
な
く
す
た
め
の
啓
発
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
な
ど
に
つ
い
て
は
、
国
は
も
と
よ

り
本
市
で
も
既
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

国
に
実
現
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
市

が
実
施
す
る
施
策
を
拡
充
さ
せ
る
こ
と

が
、
さ
ら
な
る
支
援
に
つ
な
が
る
と
考

え
ら
れ
、
不
採
択
と
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

精
神
疾
患
や
認
知
症
が
あ
っ
て
も
地

域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
採

択
し
、
意
見
書
を
提
出
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

　

本
会
議　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

想定を大きく上回る来館者がある
鶴巻温泉弘法の里湯

産業への影響を意識したCO2削減を

小規模特認校である上小学校

持続可能な林業の取り組みを 「北っこチャレンジ教室」が行われている北小学校

新型コロナウイルス第６波への備えを
（大規模接種会場となった総合体育館）

問　
①
緊
急
事
態
宣
言
発
出
か
ら
１
年

半
余
り
、
孤
立
や
活
動
量
の
低
下
で
高

齢
者
の
心
と
身
体
の
ダ
メ
ー
ジ
は
、
②

近
隣
市
町
で
は
１
日
２
０
０
円
で
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
が
利
用
で
き
る
が
、
本
市

に
設
置
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

答　
①
介
護
申
請
件
数
は
令
和
２
年
度

と
比
較
し
て
月
平
均
で
20
件
程
度
増
加

し
、
社
会
参
加
の
機
会
の
減
少
が
影
響

し
て
い
る
と
考
え
る
。
②
依
然
と
し
て

市
内
へ
の
設
置
要
望
が
あ
る
現
状
も
踏

ま
え
て
、
新
規
整
備
の
可
能
性
を
探
る
。

令
３
陳
情
第
19
号　
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
の
窓
口
負
担
を
２
割
に
引
き
上
げ

る
改
正
法
の
実
施
の
中
止
を
求
め
る
国

へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
書
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市
民
と
一
丸
と
な
り

は
だ
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
１
施
設
で
の
処
理
体
制
の
推
進
を

今
泉
地
区
で
の
区
画
整
理
に
お
い
て
は

丁
寧
な
説
明
を
基
本
と
し
事
業
の
早
期
実
現
を

…「自民党・新政クラブ」は、略称として「自民・新政」と表記しています。会派の表記について

担
当
部
局
の
連
携
で

安
全
・
安
心
な
通
学
路
の
実
現
を

創　
和　
会　
　
　
原　
　
　
聡

一　
防
犯
灯
・
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

問　
防
犯
灯
の
設
置
状
況
と
、
今
後
の

維
持
管
理
の
方
針
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
平
成
27
年
度
に
※
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業

を
導
入
し
、
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
完

了
し
た
。
耐
用
時
間
は
約
６
万
時
間
で

あ
る
が
、
実
際
は
環
境
に
よ
っ
て
異
な

る
た
め
、
経
費
や
作
業
面
を
考
慮
し
た

保
守
計
画
な
ど
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
。

要
望　
駅
前
に
設
置
さ
れ
た
魚
眼
レ
ン

ズ
型
防
犯
カ
メ
ラ
に
続
き
、
新
東
名
高

速
道
路
の
開
通
を
見
据
え
、
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
を
進
め
て
ほ
し
い
。

二　
は
だ
の
桜
み
ち
の
維
持
管
理
に
つ

い
て

問　
は
だ
の
桜
み
ち
の
現
状
と
、
維
持

管
理
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
５
０
０
本
以
上
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

を
管
理
し
て
お
り
、
魅
力
を
発
信
す
る

と
と
も
に
通
行
の
支
障
と
な
っ
た
樹
木

の
剪
定
や
伐
採
を
行
っ
て
い
る
。

問　
高
齢
者
や
車
い
す
の
利
用
者
な
ど

に
配
慮
し
た
歩
道
と
す
る
た
め
、
成
長

公　
明　
党　
　
横
山
む
ら
さ
き

一　
感
染
症
第
６
波
へ
の
備
え
に
つ
い

て問　
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向
け

た
体
制
づ
く
り
が
進
む
中
、
①
こ
れ
ま

で
の
未
接
種
者
に
対
す
る
接
種
の
呼
び

掛
け
や
外
国
人
未
接
種
者
へ
の
対
応
は
、

②
接
種
が
で
き
な
い
人
に
対
す
る
差
別

防
止
の
取
り
組
み
は
、
ど
の
よ
う
か
。

答　
①
医
師
会
と
協
議
し
接
種
体
制
を

整
え
、
広
報
は
だ
の
な
ど
で
接
種
を
呼

び
掛
け
る
。
外
国
人
に
は
相
談
窓
口
な

ど
で
テ
レ
ビ
電
話
を
使
い
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
通
訳
し
対
応
す
る
。
②
Ｈ
Ｐ
な
ど

を
通
じ
、
注
意
喚
起
を
図
る
。

二　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
出
産
環
境
が
悪
化
し

た
。
①
秦
野
赤
十
字
病
院
の
分
娩
業
務

再
開
ま
で
の
代
替
策
と
し
て
マ
イ
カ
ー

の
な
い
妊
婦
へ
の
出
産
時
送
迎
タ
ク
シ

ー
の
支
援
は
、
②
超
低
出
生
体
重
児
が

増
え
る
中
、
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す

る
乳
幼
児
へ
の
支
援
は
、
ど
の
よ
う
か
。

答　
①
陣
痛
時
に
優
先
し
て
配
車
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
事
業
者
を
紹
介
し
て
い
る

が
、
今
後
は
ニ
ー
ズ
把
握
を
し
た
い
。

②
各
関
係
機
関
と
情
報
を
共
有
し
、
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
支
援
体
制

市
民
ク
ラ
ブ　
　
野
々
山　
静
香

一　
中
学
校
給
食
完
全
実
施
に
つ
い
て

問　
配
食
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
経
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
出
た
と
思
う
が
、

生
徒
の
日
課
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

答　
こ
れ
ま
で
、
各
校
の
昼
食
時
間
は

平
均
し
て
約
15
分
で
あ
っ
た
が
、
給
食

の
実
施
で
30
分
か
ら
35
分
ほ
ど
の
時
間

を
要
す
る
と
想
定
し
て
い
た
。
各
校
で

工
夫
し
、
授
業
の
進
め
方
や
行
事
な
ど

に
影
響
が
な
い
範
囲
で
、
新
た
に
時
間

を
捻
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、
日
課
へ
の

大
き
な
影
響
は
な
い
と
考
え
る
。

二　
安
全
・
安
心
な
通
学
路
に
つ
い
て

（
そ
の
２
）

問　
車
の
減
速
を
促
す
交
通
安
全
対
策

に
つ
い
て
全
国
の
自
治
体
で
実
証
実
験

を
含
め
た
導
入
や
検
討
が
進
む
中
、

※
ハ
ン
プ
の
設
置
な
ど
、
本
市
の
物
理

的
な
安
全
対
策
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
過
去
に
、
試
験
的
に
ハ
ン
プ
を
設

置
し
た
例
が
あ
り
、
速
度
の
低
減
な
ど

に
効
果
が
あ
っ
た
。
一
方
、
通
過
時
の

騒
音
や
振
動
な
ど
が
沿
道
の
住
宅
に
与

え
る
影
響
も
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
撤

無　
所　
属　
　
　
木
村　
眞
澄

一　
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
促
進
に
つ

い
て

問　
市
民
が
最
も
利
用
す
る
公
共
施
設

で
あ
る
、
駅
前
広
場
に
お
け
る
交
通
バ

リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
関
す
る
法

律
な
ど
の
基
本
理
念
を
踏
ま
え
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
な
ど
の
整
備
を
進
め

て
お
り
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
る
。

問　
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
促
進
す
る

た
め
に
は
、
公
共
交
通
事
業
者
の
取
り

組
み
も
重
要
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
移
動
の
支
障
と
な
る
段
差
を
解
消

す
る
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も

公
共
交
通
事
業
者
と
連
携
し
、
交
通
バ

リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
配
慮
に
取
り
組
む
。

要
望　
誰
も
が
安
心
し
て
社
会
生
活
を

送
れ
る
よ
う
、
利
用
者
の
多
い
駅
に
、

列
車
と
の
接
触
事
故
を
防
止
す
る
ホ
ー

ム
ド
ア
の
設
置
を
要
望
し
て
ほ
し
い
。

二　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

問　
犯
罪
の
抑
止
な
ど
の
効
果
が
見
込

ま
れ
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
と
映

自
民
・
新
政　
　
　
風
間　
正
子

一　
災
害
弱
者
へ
の
避
難
支
援
に
つ
い

て問　
災
害
時
に
自
力
で
の
避
難
が
困
難

な
市
民
を
支
援
す
る
た
め
の
「
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
」
の
活
用
状
況
と
今

後
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
対
象
者
に
名
簿
掲
載
の
同
意
を
得

た
上
で
自
治
会
な
ど
に
情
報
の
提
供
を

行
っ
て
い
る
。
名
簿
活
用
の
強
化
に
向

け
、
自
治
会
な
ど
へ
の
講
習
会
実
施
に

加
え
て
、
避
難
行
動
要
支
援
者
も
含
め

た
実
践
的
な
訓
練
な
ど
も
進
め
て
い
く
。

二　
ご
み
処
理
の
現
状
に
つ
い
て

※ESCO事業…Energy Service Companyの略称で、省エネルギー効果を保証し、新たに生み出した省エネルギー効果分の一部を事業者が報酬として受け取る事業
※ハンプ…交通安全対策のために、道路の路面に設けられた凸状の部分のことで、自動車を減速させて歩行者・自転車の安全な通行の確保を目的に設置される

用語解説

積
極
的
な
産
前
産
後
の
支
援
で

子
育
て
世
帯
の
安
心
の
確
保
を

問　
令
和
５
年
度
末
に
向
け
て
、
は
だ

の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
１
施
設
で
の
処

理
体
制
へ
移
行
す
る
た
め
、
ご
み
の
減

量
や
資
源
化
の
促
進
に
向
け
た
取
り
組

み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
可
燃
ご
み
の
約
４
割
を
占
め
る
生

ご
み
に
つ
い
て
、
家
庭
用
の
処
理
機
の

導
入
補
助
の
ほ
か
、
生
ご
み
持
ち
寄
り

農
園
の
開
設
な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、

特
に
食
品
ロ
ス
の
削
減
を
強
化
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
処
理
機
の
補
助
制
度
に

つ
い
て
集
中
的
に
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

要
望　
ご
み
の
分
別
や
資
源
化
を
さ
ら

に
充
実
・
強
化
す
る
た
め
、
分
別
に
関

市
民
に
利
便
性
と

安
心
・
安
全
を
も
た
ら
せ

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
促
進
し

駅
利
用
者
に
安
全
・
安
心
を

を
構
築
し
て
き
め
細
や
か
に
対
応
す
る
。

三　
障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て

問　
障
害
へ
の
理
解
を
深
め
、
支
援
や

配
慮
を
必
要
と
す
る
人
が
援
助
を
受
け

や
す
く
す
る
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
認
知
度

を
高
め
る
た
め
、
新
た
な
ボ
ー
ド
を
設

置
し
、
周
知
を
図
っ
た
ら
ど
う
か
。

答　
既
に
提
示
し
て
い
る
事
例
を
研
究

し
な
が
ら
、
障
害
者
支
援
委
員
会
な
ど

で
研
究
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
い
く
。

市内のイメージハンプ

市内の生ごみ持ち寄り農園
秦野駅南部土地区画整理事業区域図
（B地区は赤色、C地区は黄色）

東海大学前駅南口駅前広場

防犯カメラの設置促進を

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
さ
ら
な
る
普
及
を

（
県
の
周
知
ポ
ス
タ
ー
）

一
般
質
問
一
般
質
問
は

２
面
・
３
面
・
５
面
に
も
掲
載

（

）

像
の
活
用
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
犯
罪
抑
止
力
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
を
考
慮
し
た
上
で
、
秦
野
警
察
署
の

意
見
や
地
域
の
要
望
な
ど
も
踏
ま
え
、

１
２
６
カ
所
に
２
１
２
台
を
設
置
し
て

い
る
。
ま
た
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
映
像
は
、

警
察
な
ど
へ
も
提
供
し
て
お
り
、
事
件

の
解
決
に
結
び
つ
い
た
事
例
も
あ
る
。

要
望　
安
全
・
安
心
な
市
民
生
活
の
実

現
に
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
必
要

だ
と
考
え
る
が
、
広
域
化
す
る
犯
罪
に

は
、
近
隣
市
の
警
察
と
の
連
携
も
強
化

し
、
対
応
し
て
ほ
し
い
。

す
る
動
画
を
作
成
し
活
用
す
る
な
ど
、

啓
発
方
法
を
工
夫
し
て
ほ
し
い
。

三　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

要
望　
高
齢
者
の
独
り
暮
ら
し
世
帯
が

増
加
す
る
中
、
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
や
、

地
域
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
活

用
し
た
草
刈
り
、
家
事
代
行
サ
ー
ビ
ス

な
ど
、
市
の
福
祉
部
門
と
連
携
し
た

「
福
祉
型
」
の
返
礼
品
の
開
拓
に
つ
い

て
、
一
層
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

自
民
党
秦
野　
　
　
高
橋　
文
雄

一　
薬
物
防
止
対
策
に
つ
い
て

問　
令
和
３
年
度
に
お
け
る
市
内
の
薬

物
事
犯
数
は
２
年
度
に
比
べ
増
加
し
て

お
り
、
特
に
子
ど
も
の
薬
物
乱
用
は
成

長
へ
の
著
し
い
影
響
が
生
じ
る
。
学
校

に
お
け
る
防
止
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
違
法
薬
物
を
許
さ
な
い
資
質
や
能

力
を
身
に
付
け
る
た
め
、
専
門
家
に
よ

る
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
保
健
体
育
の
授
業
に
お
い

て
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
ー
ド
ラ
ッ
グ
と
呼
ば

れ
る
酒
や
た
ば
こ
の
害
や
薬
物
依
存
に

つ
い
て
自
ら
考
え
さ
せ
る
指
導
に
加
え
、

自
己
肯
定
感
を
育は
ぐ
くむ
こ
と
で
他
人
を
大

切
に
す
る
心
情
を
育
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
行
動
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
る
。

要
望　
市
内
で
も
シ
ン
ナ
ー
や
覚
醒
剤
、

大
麻
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
な
ど
に
よ
り
人

生
が
崩
壊
し
た
事
例
が
あ
り
、
指
導
や

に
よ
る
路
面
へ
の
影
響
が
少
な
い
八
重

桜
な
ど
を
植
樹
し
て
は
ど
う
か
。

答　
樹
木
診
断
の
結
果
を
踏
ま
え
、
ど

の
品
種
が
ふ
さ
わ
し
い
か
研
究
し
た
い
。

三　
投
票
所
・
投
票
率
の
改
善
に
つ
い

て問　
投
票
所
の
改
善
状
況
は
ど
う
か
。

答　
有
権
者
の
多
い
投
票
区
や
地
区
で

の
増
設
を
図
っ
て
き
た
。

要
望　
秦
野
駅
前
に
期
日
前
投
票
所
を

設
置
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
茅
ヶ
崎
市

議
会
に
市
長
選
挙
と
市
議
会
議
員
選
挙

の
同
時
実
施
を
求
め
る
請
願
が
提
出
さ

れ
て
お
り
、
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

去
し
た
経
過
が
あ
る
。

問　
視
覚
効
果
に
訴
え
る
イ
メ
ー
ジ
ハ

ン
プ
と
い
っ
た
手
法
な
ど
、
今
後
の
安

全
対
策
の
進
め
方
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
視
覚
効
果
を
狙
っ
た
路
面
標
示
に

つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
の
導
入
に
向

け
準
備
を
進
め
て
い
る
。
今
後
は
、
学

識
経
験
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
推
進
組

織
を
新
た
に
設
置
し
、
通
学
路
安
全
対

策
を
、
よ
り
着
実
に
進
め
て
い
く
。

要
望　
イ
メ
ー
ジ
ハ
ン
プ
な
ど
も
含
め
、

比
較
的
短
期
間
に
実
現
で
き
る
対
策
を

積
極
的
に
進
め
て
ほ
し
い
。

啓
発
を
徹
底
し
て
ほ
し
い
。

二　
秦
野
駅
南
部
（
今
泉
）
土
地
区
画

整
理
事
業
に
つ
い
て

問　
Ｂ
地
区
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年

度
に
予
定
す
る
建
物
移
転
補
償
の
ほ
と

ん
ど
が
完
了
し
た
。
既
存
家
屋
が
残
る

Ｃ
地
区
に
つ
い
て
は
、
事
業
区
域
か
ら

外
し
、
公
共
下
水
道
整
備
を
進
め
る
方

針
で
あ
る
が
、
進
し
ん
ち
ょ
く
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答　
Ｃ
地
区
に
類
似
す
る
事
例
で
あ
る

小
田
原
市
早
川
地
区
の
視
察
を
実
施
し

た
。
今
後
も
都
市
計
画
の
変
更
手
続
に

向
け
て
県
と
調
整
す
る
。

意
見　
昭
和
54
年
に
都
市
計
画
決
定
が

な
さ
れ
、
既
に
40
年
以
上
が
経
過
し
た
。

平
成
24
年
に
事
業
方
針
が
変
更
さ
れ
た

こ
と
を
知
ら
な
い
地
権
者
も
多
く
、
早

急
か
つ
丁
寧
に
説
明
す
べ
き
で
あ
る
。
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秦
野
モ
デ
ル
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と

帯た
い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
を
求
め
る

「
山
岳・里
山
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」の
拠
点
と
な
る

県
立
秦
野
戸
川
公
園
の
さ
ら
な
る
整
備
を

公
共
交
通
事
業
者
と
の
連
携
で

本
市
の
魅
力
創
出
を

創
　
和
　
会
　
　
　
福
森
　
真
司

一
　
名
水
は
だ
の
富
士
見
の
湯
熱ね
つ
導ど
う
か
ん管

改
修
及
び
施
設
維
持
に
お
け
る
技
術
職

員
の
関
わ
り
に
つ
い
て

問
　
市
民
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
施
設

を
安
全
、
安
定
的
に
運
営
す
る
た
め
の

適
切
な
維
持
管
理
と
設
備
保
全
に
係
る

人
材
育
成
に
つ
い
て
、
考
え
は
ど
う
か
。

答　
日
常
点
検
や
保
守
業
務
な
ど
日
々

の
点
検
な
ど
を
強
化
し
、
不
具
合
の
早

期
発
見
に
努
め
る
。
ま
た
、
施
設
の
老

朽
化
が
進
む
中
、
業
務
も
多
様
化
し
増

加
し
て
い
る
。
技
術
職
員
の
事
務
量
な

ど
を
十
分
に
把
握
し
、
庁
内
関
係
部
署

と
連
携
し
総
合
的
に
判
断
し
て
人
材
育

成
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
る
。

要
望
　
市
民
が
施
設
を
安
全
に
、
安
心

自
民
党
秦
野
　
　
　
相
原
　
　
學

一
　
産
業
利
用
促
進
ゾ
ー
ン
と
周
辺
の

整
備
に
つ
い
て

問
　
県
立
秦
野
戸
川
公
園
に
つ
い
て
は
、

新
東
名
高
速
道
路
の
開
通
も
迫
る
中
、

本
市
と
し
て
も
県
と
積
極
的
に
連
携
し
、

さ
ら
な
る
整
備
促
進
に
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
る
が
、
現
状
と
今
後
の
見
通
し

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
本
市
域
の
丹
沢
エ
リ
ア
最
大
の
拠

点
施
設
で
あ
る
た
め
、
表
丹
沢
魅
力
づ

く
り
構
想
で
山
岳
・
里
山
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
の
活
動
拠
点
と
位
置
付
け
、
公
園
、

周
辺
道
路
の
基
盤
を
含
め
、
県
と
検
討

を
重
ね
て
い
る
。
今
後
も
庁
内
で
連
携

し
、
さ
ら
な
る
魅
力
向
上
に
つ
な
が
る

未
整
備
区
域
を
活
用
し
た
公
園
整
備
の

早
期
実
現
に
向
け
て
、
県
と
積
極
的
に

関
わ
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
戸
川
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い

て
、
竹
中
土
木
、
エ
ム
・
ケ
ー
共
同
企

業
体
が
業
務
代
行
予
定
者
と
し
て
決
定

し
た
が
、
今
後
の
戸
川
土
地
区
画
整
理

準
備
組
合
と
の
連
携
や
、
進
め
方
は
ど

の
よ
う
か
。

公
　
明
　
党
　
　
　
中
村
　
英
仁

一
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て問
　
令
和
22
年
に
85
歳
以
上
の
高
齢
者

が
１
千
万
人
を
超
え
る
と
い
わ
れ
る
中
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
秦
野
モ
デ

ル
の
構
築
が
大
事
だ
と
考
え
る
が
、
本

市
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
方
向

性
は
、
ど
の
よ
う
か
。

答　
重
点
施
策
の
方
向
性
と
し
て
、
①

最
期
ま
で
在
宅
医
療
を
継
続
で
き
る
よ

う
連
携
を
強
化
す
る
「
在
宅
医
療
の
充

実
と
医
療
と
介
護
の
連
携
強
化
」
、
②

在
宅
生
活
を
支
え
る
た
め
の
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
や
支
え
合
い
活
動
を
増
や
し

て
い
く
「
生
活
支
援
の
充
実
」
、
③
本

人
や
家
族
の
気
持
ち
を
受
け
止
め
、
適

切
な
支
援
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
努
め

て
い
く
「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
質
の
向

上
」
の
３
つ
を
掲
げ
て
い
る
。

二
　
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

問
　
市
民
か
ら
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
た
い
が
高
額
で
接
種
で
き
な
い

と
相
談
が
あ
っ
た
。
本
市
で
は
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
を
現
在
行
っ
て
お

ら
ず
、
助
成
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
現
在
、
厚
生
労
働
省
の
厚
生
科
学

審
議
会
に
お
い
て
、
ワ
ク
チ
ン
の
効
果

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
今
後
も
施

設
の
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
、
継
続

的
に
新
た
な
担
い
手
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
。

二
　
公
共
交
通
事
業
者
と
の
連
携
に
つ

い
て

問
　
市
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
公
共
交

通
事
業
を
担
う
事
業
者
に
対
す
る
コ
ロ

ナ
禍
で
の
支
援
は
ど
の
よ
う
か
。
ま
た
、

今
後
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
新
型
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、

当
時
入
手
困
難
で
あ
っ
た
不ふ
し
ょ
く織
布ふ

マ
ス

ク
の
配
付
の
ほ
か
、
運
行
継
続
等
支
援

金
を
交
付
し
た
。
今
後
は
交
通
事
業
者

の
取
り
組
み
を
広
報
な
ど
で
広
く
周
知

し
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
努
め
る
。

要
望
　
地
域
の
活
性
化
は
公
共
交
通
利

の
持
続
性
や
発
症
頻
度
な
ど
か
ら
、
導

入
に
最
適
な
対
象
年
齢
、
期
待
さ
れ
る

効
果
、
安
全
性
な
ど
、
定
期
接
種
化
に

向
け
た
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
帯
状

疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
が
、
定
期

の
予
防
接
種
の
対
象
と
さ
れ
る
か
注
視

し
て
い
き
た
い
。

要
望
　
国
の
動
向
も
大
事
だ
が
、
市
民

の
た
め
に
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成

を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

産業利用促進ゾーン周辺の様子

交通事業者との連携を

地域包括ケアシステムの中心的役割
を担う地域高齢者支援センター

※不
ふおんとう

穏当な発言…意見や批判の発表に必要な限度を超えて議員その他の関係者の正常な感情を害するような無礼の言葉など、一切の不適切な発言のこと用語解説

答　
準
備
組
合
で
は
、
全
権
利
者
を
対

象
に
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
、
業

務
代
行
予
定
者
が
今
後
の
事
業
の
進
め

方
を
説
明
す
る
。
引
き
続
き
、
準
備
組

合
や
業
務
代
行
予
定
者
と
連
携
し
、
合

意
形
成
に
向
け
た
支
援
に
取
り
組
む
。

要
望
　
準
備
組
合
に
お
い
て
業
務
代
行

予
定
者
が
決
定
さ
れ
、
組
合
の
設
立
に

向
け
、
さ
ら
な
る
推
進
が
図
ら
れ
る
と

考
え
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
引
き
続

き
準
備
組
合
を
支
援
し
、
産
業
利
用
促

進
ゾ
ー
ン
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
。

用
者
の
増
加
に
つ
な
が
る
。
表
丹
沢
魅

力
づ
く
り
構
想
を
踏
ま
え
、
交
通
事
業

者
と
の
連
携
で
本
市
の
魅
力
創
出
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
。

を
構
築
し
て
き
め
細
や
か
に
対
応
す
る
。

三
　
障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て

問
　
障
害
へ
の
理
解
を
深
め
、
支
援
や

配
慮
を
必
要
と
す
る
人
が
援
助
を
受
け

や
す
く
す
る
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
認
知
度

を
高
め
る
た
め
、
新
た
な
ボ
ー
ド
を
設

置
し
、
周
知
を
図
っ
た
ら
ど
う
か
。

答　
既
に
提
示
し
て
い
る
事
例
を
研
究

し
な
が
ら
、
障
害
者
支
援
委
員
会
な
ど

で
研
究
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
い
く
。

議 会 の 動 向

オンラインでの所管事務調査を実施しました。

○11月
 11日 （木） ・第８回議会報告会（文教福祉常任委員会所管）
 12日 （金） ・第８回議会報告会（環境都市常任委員会所管）
 16日 （火） ・代表者会議　　　・議員連絡会
   ・議会運営委員会　・政治倫理審査会
 18日 （木） ・定例会議案送付
 20日 （土） ・第８回議会報告会（総務常任委員会所管）　
 22日 （月） ・議会運営委員会
 25日 （木） ・市議会第４回定例会開会 【傍聴者数１人】
 29日 （月） ・本会議（議案審議）　・代表者会議
   ・議会運営委員会
○12月
 １日 （水） ・総務常任委員会 【傍聴者数１人】
   ・予算決算常任委員会（総務分科会） 【傍聴者数１人】
 ２日 （木） ・文教福祉常任委員会 【傍聴者数２人】
   ・予算決算常任委員会（文教福祉分科会）
 ３日 （金） ・環境都市常任委員会 【傍聴者数１人】
   ・予算決算常任委員会（環境都市分科会）
 ７日 （火） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数27人】
 ８日 （水） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数６人】
 ９日 （木） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数25人】
   ・政治倫理審査会　・定例会追加議案送付
 14日 （火） ・議会運営委員会　・予算決算常任委員会
   ・市議会第４回定例会閉会 【傍聴者数３人】
   ・議会運営委員会 【傍聴者数１人】
   ・議会報編集委員会
 17日 （金） ・臨時会議案送付
 20日 （月） ・政治倫理審査会
 21日 （火） ・秦野市伊勢原市環境衛生組合議会第４回定例会
   ・議会運営委員会　・臨時議員連絡会
   ・市議会第２回臨時会
○１月 
 ５日 （水） ・政治倫理審査会
 14日 （金） ・代表者会議　　　　　・議員連絡会
   ・総務常任委員会　　　・文教福祉常任委員会
   ・環境都市常任委員会　・議会運営委員会
   ・議会報編集委員会
 31日 （月） ・議会報編集委員会

　秦野市議会では、市民に信頼される民主的な市政の発展に貢献することを目的に
「秦野市議会議員政治倫理規程」を制定し、議員の責務を定めています。
　令和３年９月２日、議員８名により同規程に基づく調査請求書が提出されたこと
から、議長の指名により９人の委員で構成する「秦野市議会議員政治倫理審査会」
が設置され、６回にわたる審査を行い、４年１月 12日に同審査会から議長へ結果の
報告を行いました。

　上記の審査結果を受け、議長からは特段の措置は行わないこと
としましたが、吉村議員に対しては、個別に議長職の辞職を求め
たことなどは行き過ぎた行為であるとして、文書による注意を行
いました。
※ ここに記載した内容は、その一部を抜粋し要約したものです。

秦野市議会議員政治倫理審査会の審査結果について

《調査請求内容》
● 今井実議員：平成23年４月のおおね公園内の売店の管理許可と施設使用料の減
免に係る覚

おぼえがき

書締結の際、当事者の代表であったが、市職員の公正な職務執行を
妨げるなどの働きかけをした事実があるのか
● 吉村慶一議員：上記の覚書締結は秦野市都市公園条例などに違反すると主張し、
締結に関わった今井議員に対し、個別に議長職の辞職要求を行い、また、条例
違反が存在したと誤解されかねない意見を地方紙などに掲載した行為について

《審査会からの結果報告》
　現在、係争中であることから、現段階ではそれぞれの議員が政治倫理規程
に違反しているのか判断を控えることとし、措置は行わない

　新型感染症の感染拡大のため、各委員会の所管事務調査について、オンラ
インに切り替えて実施しました。

※環境都市常任委員会は視察先によるオンラインでの対応ができず、実施を見送りました。

議会運営委員会
（１月27日）

議会改革などの取り組み（議会改
革の歩みと議会運営サイクル）に
ついて（岐阜県可児市）

総務常任委員会
（２月１日）

地域自治・コミュニティ活性化の
取り組みについて（大阪府豊中市）

文教福祉常任委員会
（２月２日）

在宅介護総合特区（ＡＡＡシティ
おかやま）について（岡山県岡山市）

詳しくはこちら

　伊藤大輔議員の一般質問において、執行部への侮辱発言などの※不
ふおんとう

穏当な
発言があり、市議会における言論の品位に欠けると判断し、秦野市議会会議
規則の規定により議長が発言を取り消しました。
　これを受け、自身の主張を正確に表現するためには削除された発言部分が
不可欠であるとの申し出があり、一般質問の記事の掲載を見送りました。
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介
護
施
設
の
人
員
配
置
基
準
の
引
き
上
げ

な
ど
を
国
に
求
め
る
陳
情
は
不
採
択

陳
情
請
願

※教育支援助手…小学校と中学校において、授業以外の学習や生活支援の補助などを行う職員
※介護職員処遇改善加算…全５区分からなる、区分ごとに設定された要件を満たした介護事業所で働く介護職員の賃金改善を行うための加算制度

用語解説

議
案
第
71
号　
秦
野
市
立
学
校
の
設
置

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ

と
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

幼
児
教
育
上
望
ま
し
い
集
団
性
を
確

保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
大
根
幼

令
３
陳
情
第
20
号　
令
和
４
年
度
か
ら

市
内
全
小
学
校
に
お
け
る
１
ク
ラ
ス
35

人
を
超
え
る
学
級
へ
教
育
支
援
助
手
を

常
時
配
置
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

①
令
和
４
年
度
か
ら
市
内
全
小
学
校

の
35
人
を
超
え
る
学
級
に
お
い
て
、
担

任
以
外
に
※
教
育
支
援
助
手
を
常
時
配

置
し
て
ほ
し
い
。
②
①
が
難
し
い
場
合
、

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
を
常
時
配

置
し
て
ほ
し
い
。
③
①
・
②
に
伴
う
教

育
予
算
の
措
置
を
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
意
見

意
見　
少
子
化
の
影
響
に
よ
り
、
36
人

以
上
の
学
級
は
い
ず
れ
解
消
さ
れ
る
。

令
３
陳
情
第
21
号　
児
童
生
徒
の
心
身

の
健
全
な
発
達
の
た
め
、
公
立
小
・
中

学
校
と
公
立
幼
稚
園
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
中
止
等

を
求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

①
児
童
・
生
徒
の
マ
ス
ク
着
用
の
自

由
化
の
ほ
か
、
マ
ス
ク
着
用
の
デ
メ
リ

ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て
周
知
し
て
ほ
し
い
。

②
体
育
時
は
マ
ス
ク
着
用
を
原
則
禁
止

と
し
て
ほ
し
い
。
③
消
毒
を
自
由
化
し
、

消
毒
の
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
周
知
し

て
ほ
し
い
。
④
黙
食
を
中
止
し
て
ほ
し

い
。
⑤
従
来
通
り
の
行
事
を
実
施
し
て

ほ
し
い
。
⑥
従
来
通
り
の
授
業
・
教
育

を
実
施
し
て
ほ
し
い
。
⑦
免
疫
力
を
高

め
る
方
法
や
大
切
さ
を
伝
え
ら
れ
る
環

境
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
意
見

意
見　
マ
ス
ク
の
着
用
は
義
務
で
は
な

い
が
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
何
が
で

き
る
か
を
考
え
、
採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

意
見　
子
ど
も
た
ち
の
困
難
な
状
況
を

解
消
し
た
い
心
情
は
理
解
で
き
る
が
、

マ
ス
ク
の
着
用
や
手
洗
い
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
な
ど
が
感
染

防
止
に
効
果
を
有
す
る
こ
と
は
、
実
証

さ
れ
て
い
る
。
引
き
続
き
感
染
防
止
対

議
案
第
70
号　
秦
野
市
表
丹
沢
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

こ
と
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

秦
野
市
表
丹
沢
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

に
移
行
す
る
に
当
た
り
、
指
定
管
理
者

の
指
定
の
手
続
や
指
定
管
理
者
が
行
う

業
務
の
範
囲
な
ど
を
定
め
る
た
め
、
改

正
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
公
布
の
日
か
ら

施
行
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
な
ど

問　
地
域
の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い

る
星
空
観
察
会
や
森
林
セ
ラ
ピ
ー
な
ど

を
目
的
に
訪
れ
る
人
も
多
く
、
事
業
の

継
続
が
求
め
ら
れ
る
が
、
指
定
管
理
者

の
公
募
に
当
た
り
、
地
域
と
の
連
携
を

条
件
と
す
る
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
継
続
す
べ
き
事
業
に
つ
い
て
は
、

公
募
の
際
の
仕
様
書
に
実
施
す
る
こ
と

を
条
件
と
し
て
明
記
す
る
ほ
か
、
市
民

や
団
体
と
の
協
働
な
ど
の
地
域
連
携
に

関
す
る
評
価
を
重
点
項
目
と
し
て
設
け

稚
園
を
ひ
ろ
は
た
こ
ど
も
園
に
一
体
化

す
る
こ
と
に
伴
い
、
同
幼
稚
園
を
廃
止

す
る
た
め
、
改
正
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
令
和
４
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
要
望

問　
令
和
３
年
度
の
大
根
幼
稚
園
の
園

児
数
は
15
人
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
将

来
の
入
園
児
数
に
つ
い
て
、
調
査
時
点

の
見
通
し
は
ど
う
か
。
ま
た
、
敷
地
に

は
民
間
の
借
地
が
含
ま
れ
る
が
、
跡
地

の
有
効
活
用
に
関
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

答　
４
年
度
に
就
園
対
象
と
な
る
児
童

の
保
護
者
に
希
望
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

陳
情
事
項
の
実
現
は
莫ば

く
だ
い大
な
予
算
を
必

要
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
採
択
す
べ

き
で
あ
る
。

意
見　
教
育
支
援
助
手
な
ど
の
人
材
確

保
が
容
易
で
は
な
い
現
状
に
お
い
て
、

４
年
度
か
ら
市
内
全
て
の
小
学
校
の
35

人
を
超
え
る
学
級
に
配
置
す
る
こ
と
は
、

現
実
的
に
難
し
い
。
教
育
支
援
助
手
な

ど
の
増
員
に
は
課
題
も
あ
り
、
そ
の
手

法
や
時
期
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
議
論

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
不
採
択
と

す
べ
き
で
あ
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

教
育
現
場
に
お
け
る
不
平
等
は
あ
っ

て
は
な
ら
ず
、
陳
情
事
項
は
実
現
さ
れ

る
べ
き
で
あ
り
、
採
択
に
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

　

本
会
議　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

策
を
行
い
、
新
型
感
染
症
の
収
束
に
向

か
っ
て
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
か
ら
、
不
採
択
と
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

考
え
方
の
違
い
に
つ
い
て
は
尊
重
す

べ
き
で
あ
る
が
、
陳
情
事
項
に
つ
い
て

市
民
の
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
は
困
難

で
あ
り
、
不
採
択
と
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
採
決
の
結
果

た
上
で
、
選
定
評
価
委
員
会
に
よ
る
評

価
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

要
望　
広
報
は
だ
の
や
Ｈ
Ｐ
な
ど
を
活

用
し
て
指
定
管
理
者
の
公
募
に
関
す
る

周
知
を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
多
方
面

の
事
業
者
か
ら
の
応
募
に
つ
な
が
る
よ

う
、
幅
広
い
周
知
に
努
め
て
ほ
し
い
。

意
見　
施
設
の
設
置
目
的
の
一
つ
で
あ

る
青
少
年
の
健
全
育
成
は
公
が
担
う
べ

き
分
野
で
あ
り
、
ま
ず
は
宿
泊
予
約
サ

イ
ト
か
ら
の
予
約
を
可
能
と
す
る
な
ど
、

収
支
を
改
善
す
る
た
め
の
経
営
努
力
を

す
べ
き
で
あ
る
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

民
間
活
力
が
必
要
な
理
由
が
十
分
で

な
く
、
ま
ず
は
市
が
明
確
な
方
向
性
を

決
め
る
べ
き
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

ひろはたこども園に一体化される
大根幼稚園

表丹沢野外活動センター

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

魅
力
あ
る
施
設
へ
の
転
換
を
図
る
た

め
、
い
か
に
民
間
活
力
を
引
き
出
す
か

が
鍵
で
あ
る
。
不
確
定
な
要
素
は
あ
っ

て
も
、
挑
戦
す
る
べ
き
で
あ
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

大
根
幼
稚
園
の
希
望
者
は
最
大
で
も
６

人
で
あ
り
、
幼
児
教
育
上
必
要
な
集
団

性
の
確
保
が
難
し
い
状
況
で
あ
っ
た
。

跡
地
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
市
と
し

て
活
用
す
る
予
定
は
な
く
、
園
舎
を
解

体
し
更さ

ら
ち地
に
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

要
望　
本
市
の
幼
稚
園
教
育
に
は
長
い

歴
史
が
あ
り
、
そ
の
中
で
培つ

ち
かわ
れ
て
き

た
長
所
が
あ
る
。
幼
児
教
育
は
、
子
ど

も
の
成
長
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
重

要
な
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
そ
の
長
所

が
引
き
継
が
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

地
元
の
関
係
者
や
地
権
者
と
十
分
に

協
議
し
、
本
市
の
発
展
に
寄
与
す
る
跡

地
活
用
を
期
待
し
、
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

委
員
会　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

　

本
会
議　

不
採
択
（
賛
成
な
し
） 厚生労働省の新型感染症対策

ポスター

令
３
陳
情
第
15
号　
介
護
施
設
の
人
員

配
置
基
準
の
引
き
上
げ
の
た
め
に
、
国

に
対
し
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

市
の
条
例
施
行
規
則
を
改
正
し
、
介

護
・
看
護
職
員
の
人
員
配
置
基
準
を
実

態
に
見
合
っ
た
水
準
に
引
き
上
げ
る
こ

と
。
①
介
護
施
設
の
人
員
配
置
基
準
に

つ
い
て
、
実
態
に
合
わ
せ
て
「
利
用
者

２
人
に
対
し
て
１
人
以
上
」
に
引
き
上

げ
る
こ
と
、
②
夜
間
勤
務
者
の
人
員
配

置
水
準
を
引
き
上
げ
、
一
人
夜
勤
は
解

消
す
る
こ
と
、
③
こ
れ
ら
を
保
障
す
る

た
め
、
介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
を
行
う

こ
と
。
ま
た
、
保
険
料
負
担
な
ど
を
軽

減
す
る
た
め
、
国
の
負
担
割
合
を
大
幅

に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
と

県
に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
意
見

意
見　
国
の
介
護
報
酬
引
き
上
げ
が
、

人
員
配
置
基
準
の
引
き
上
げ
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

意
見　
国
は
※
介
護
職
員
処
遇
改
善
加

算
に
よ
り
賃
金
の
改
善
を
行
い
、
人
材

確
保
に
努
め
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て

介
護
職
員
は
不
足
し
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
状
況
に
お
い
て
人
員
基
準
を
大
幅

に
引
き
上
げ
る
こ
と
は
、
事
業
所
の
継

続
的
な
運
営
に
支
障
を
来き

た
す
恐
れ
が
あ

る
こ
と
に
加
え
、
少
子
高
齢
社
会
に
お

い
て
、
介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
や
保
険

料
負
担
の
軽
減
な
ど
に
係
る
財
源
を
全

て
国
に
頼
る
こ
と
は
難
し
く
、
不
採
択

と
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

利
用
者
本
位
の
介
護
を
実
現
す
る
た

め
、
政
治
の
責
任
で
介
護
従
事
者
の
処

遇
を
改
善
す
べ
き
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

　

本
会
議　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

令
３
陳
情
第
16
号　
精
神
保
健
福
祉
の

改
善
に
関
す
る
陳
情

▼
願　
意

　

①
精
神
科
専
門
職
の
配
置
人
員
を
引

き
上
げ
る
こ
と
。
ま
た
、
精
神
病
床
の

人
員
配
置
を
改
善
す
る
こ
と
。
②
精
神

疾
患
な
ど
が
あ
っ
て
も
地
域
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
、
支
援
体
制
の
整

備
を
国
が
行
う
こ
と
。
ま
た
、
差
別
・

偏
見
を
な
く
す
た
め
の
啓
発
を
進
め
、

施
策
に
は
当
事
者
な
ど
の
声
を
反
映
さ

せ
る
こ
と
。
③
地
域
生
活
中
心
へ
の
移

行
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
、
精
神
保

健
福
祉
予
算
の
拡
充
な
ど
を
国
が
行
う

こ
と
。
④
新
型
感
染
症
の
拡
大
に
よ
る

新
た
な
生
活
様
式
に
対
応
し
た
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
国
に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
意
見

意
見　
低
い
人
員
配
置
基
準
な
ど
、
精

神
科
医
療
に
お
い
て
改
善
す
る
余
地
が

あ
る
た
め
、
採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

意
見　
精
神
障
が
い
者
の
地
域
移
行
や
、

差
別
・
偏
見
を
な
く
す
た
め
の
啓
発
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
な
ど
に
つ
い
て
は
、
国
は
も
と
よ

り
本
市
で
も
既
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

国
に
実
現
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
市

が
実
施
す
る
施
策
を
拡
充
さ
せ
る
こ
と

が
、
さ
ら
な
る
支
援
に
つ
な
が
る
と
考

え
ら
れ
、
不
採
択
と
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

精
神
疾
患
や
認
知
症
が
あ
っ
て
も
地

域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
採

択
し
、
意
見
書
を
提
出
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

　

本
会
議　

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

大
根
幼
稚
園
を
廃
止
し

ひ
ろ
は
た
こ
ど
も
園
に
一
体
化

審
議
議
案

全
小
学
校
の
35
人
を
超
え
る
ク
ラ
ス
に
教
育
支
援
助
手
を

配
置
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
は
不
採
択

陳
情
請
願

児
童・生
徒
の
マ
ス
ク
着
用
の
自
由
化

な
ど
を
求
め
る
陳
情
は
不
採
択

陳
情
請
願

精
神
保
健
福
祉
の
改
善
に
関
す
る

陳
情
は
不
採
択

陳
情
請
願

表
丹
沢
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者
に
よ
る
運
営
を
可
能
に

審
議
議
案

令
３
陳
情
第
19
号　
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
の
窓
口
負
担
を
２
割
に
引
き
上
げ

る
改
正
法
の
実
施
の
中
止
を
求
め
る
国

へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

全
議
員
に
配
付
し
た
陳
情
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採
決
の
結
果

創和会 自民党・
新政クラブ

市民
クラブ 公明党 自民党

秦野
日本
共産党 無所属

福
森
真
司

横
溝
泰
世

諸
星
　
光

阿
蘇
佳
一

谷
　
和
雄

原
　
　
聡

川
口
　
薫

風
間
正
子

小
菅
基
司

大
野
祐
司

八
尋
伸
二

野
々
山
静
香

山
下
博
己

横
山
む
ら
さ
き

中
村
英
仁

今
井
　
実

高
橋
文
雄

相
原
　
學

佐
藤
文
昭

露
木
順
三

吉
村
慶
一

木
村
眞
澄

古
木
勝
久

伊
藤
大
輔

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※議長（採決には加わりません）　　○：賛成　●：反対

第２回（12月）
臨時会

議案第83号　令和３年度秦野市一般会計補正予算
（第12号）を定めることについて▲

採決の結果
　本会議　原案可決（賛成全員）

▲

補正予算の概要新型感染症対策として、国の経済対策と本市の独自
施策に係る補正予算を審議するため、第２回 (12
月 )臨時会が12月 21日（火）に開催されました。

広告の媒体：はだの議会だより
　　　　　 （年４回、各58,000部発行）
広 告 規 格：縦4.7㎝×横10.5㎝
掲　載　料：１枠につき１回20,000円
申 込 方 法： 議事政策課へ連絡の上、
　　　　　　申込書を提出してください。

広 告 募 集 中

※詳しくはHPをご覧になるか、議事政策課
 （☎0463-82-9652）までお問い合わせく
　ださい。

第８回議会報告会において各団体と意見交換を実施！

「在宅医療と介護の連携に関す
る現状と課題などについて」を
テーマに意見交換

　団体からは、「※級地区分の
改善について国に働きかけをし
てほしい」、「シルバーカーや歩
行器で安全に歩けない場所があ
る」などの意見がありました。

在宅医療と介護の連携における関係団体

文教福祉常任委員会

※学生団体Ｅ4 総務常任委員会
イーフォー

交通事業者 環境都市常任委員会

「若者の地元愛の醸成を図るため
の課題などについて」をテーマに
意見交換

　団体からは、「駅周辺などの身
近なところで、学生たちが語り合
え、さまざまな地元の情報を知る
ことができる環境の整備をしてほ
しい」などの意見がありました。

「交通事業者が現在抱えている課
題及び今後取り組んでいきたい事
業などについて」をテーマに意見
交換

　団体からは、「市内観光地につ
いて、ＰＲを含めて整備を行うこ
とで集客につなげてほしい」、「乗
務員不足が課題」などの意見があ
りました。

じょうせい

きゅうち

秦野曽屋高校で出前講座を開催

　令和３年11月 25日（木）に、議会局と選挙
管理委員会事務局の職員が県立秦野曽屋高校に
出向き、高校３年生の生徒に向けて「選挙と議
会のしくみ」についてお話ししました。
　議会の役割や４年１月から導入した通年会期
制について説明を行い、生徒の皆さんから「議
会のことを全く知らなかったので、知識が増え
て良かった」、「選挙で選ばれた議員がどのよう
な仕事をしているのかを知ることができた」、
「議会を傍聴できることが分かったの
で、機会があれば傍聴に行ってみた
い」といった声をいただきました。

　市の仕事が公正かつ適正に行われているか
について、議会とは異なる立場
からチェックをしています。
　市議会議員から１人を選出し、
現在は横溝泰世議員が務めてい
ます。

会派の一部に変更がありました
会派一覧

（○会派代表）

創和会
（６人）

〇福森真司　　原　　聡
　谷　和雄　　阿蘇佳一
　諸星　光　　横溝泰世

自民党・新政クラブ
（３人）

○川口　薫　　小菅基司
　風間正子

市民クラブ
（３人）

〇大野祐司　　野々山静香
　八尋伸二

公明党
（３人）

○山下博己　　中村英仁
　横山むらさき

自民党秦野
（３人）

○今井　実　　相原　學
　高橋文雄

日本共産党秦野市議会議員団
（２人） ○佐藤文昭　　露木順三

会派に所属しない議員
（４人）

　吉村慶一　　伊藤大輔
　古木勝久　　木村眞澄

のギ カ イ ギ モ ン
監査委員って何をしているの？

令和３年11月５日付けで結成された「自民党」は、令和３年12月22日付けで「自民党秦野」に改称しました。会派の表記について

　第８回目の議会報告会は、本市議会の取り組みや令和３年
９月第３回定例会の主な質疑などを報告する議会報告に加え、
各常任委員会の所管事項に関係する団体を招き、団体との意
見交換を実施しました。
　今回は若い世代などを中心とした多様な団体との意見交換
を行い、さまざまな意見をいただきました。
　いただいた意見は、必要に応じて市に対し働き掛けを行っ
ていきます。

住民税非課税世帯や子育て世帯への支援金
を給付するための補正予算などを可決

議
審
案
議

※級地区分…国家公務員の地域手当や介護保険費用の配分に用いる地域区分など、地域間における物価や人件費などの差を調整するために設けられた区分
※学生団体E4…秦野青年会議所が主催した「秦野高校生議会2018」の参加者有志が中心となって立ち上げた高校生団体。Eager（熱心に）、Enjoy（楽しく）、Effort（努力）、Effect（影響）の頭文字を表している

用語解説

【本市独自の支援策】

◆地域経済を守る施策（4,186万３千円）
　地域経済回復の下支えを図る地元お食事・お買物応援事業につ
いて、予定を超える申し込みがあったため、追加のクーポン券を
発行

【国の緊急経済対策】

◆日々の暮らしを守る施策（32億4,282万８千円）

①福祉臨時特別支援事業費
　経済的に厳しい状況に置かれている住民税非課税世
帯などに対し、１世帯当たり10万円の現金を給付 詳しくは

こちらから

② 子育て世帯等臨時特別支援事業費
　高校生までの子どもがいる世帯に対し、子ども１人
当たり10万円の現金を給付 詳しくは

こちらから

詳
し
く
は

こ
ち
ら
か
ら

11月
20日

11月
12日11月

11日

詳しくは
こちらから



はだの議会だより 令和 4 年（2022 年）2 月13 日（日）  第 243 号〘8〙

◆次号の議会だより（令和４年５月中旬の日曜日発行予定）は、第１回（３月）定例月会議の概要などをお知らせします。

＜第４回（12月）定例会の審議結果一覧表＞ ○：賛成　　●：反対　　退：退席
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採
決
の
結
果

創和会 自民党・
新政クラブ

市民
クラブ 公明党 自民党

秦野
日本
共産党 無所属

福
森
真
司

横
溝
泰
世

諸
星
　
光

阿
蘇
佳
一

谷
　
和
雄

原
　
　
聡

川
口
　
薫

風
間
正
子

小
菅
基
司

大
野
祐
司

八
尋
伸
二

野
々
山
静
香

山
下
博
己

横
山
む
ら
さ
き

中
村
英
仁

今
井
　
実

高
橋
文
雄

相
原
　
學

佐
藤
文
昭

露
木
順
三

吉
村
慶
一

木
村
眞
澄

古
木
勝
久

伊
藤
大
輔

市
長
提
出
議
案

第 66 号 秦野市犯罪被害者等支援条例を制定することについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
（
※
採
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：１ページに詳細を掲載
第 67 号 秦野市職員の給与に関する条例の一部を改正することについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○要旨：人事院勧告に準じて、本市職員の期末手当の支給率を引き下げるため、改正するもの

第 68 号
秦野市特別職職員の給与等に関する条例の一部を改正することについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：本市職員の期末手当の支給率の引き下げに準じて、市長、副市長と教育長の期末手当
の支給率を引き下げるため、改正するもの

第 69 号

秦野市市税条例の一部を改正することについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
要旨：地方税法の一部改正に伴い、電気軽自動車など一定の環境性能を有するものとして地
方税法で定める軽自動車（令和３年度中または４年度中に新規に車両の番号登録をしたもの
に限る）の税率を、それぞれ４年度分または５年度分に限り軽減することなど４項目につい
て改正するもの

第 70 号 秦野市表丹沢野外活動センター条例の一部を改正することについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● ● ●要旨：６ページに詳細を掲載
第 71 号 秦野市立学校の設置に関する条例の一部を改正することについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：６ページに詳細を掲載
第 72 号 動産の取得について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：消防団用小型動力ポンプ付積載車（契約金額2,413万４千円）を購入するもの
第 73 号 指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●要旨：１ページに詳細を掲載
第 74 号 市道の認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：寄付や開発行為による移管に伴い、曽屋174号線ほか16路線について、市道として認定するもの
第 75 号 市道の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：河原町６号線について、開発行為による移管に伴い、市道の終点を変更するもの

第 76 号
令和３年度秦野市一般会計補正予算（第10号）を定めることについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○要旨：新型コロナウイルスワクチン接種事業費など16事業に歳入歳出それぞれ５億1,007
万８千円を追加するとともに、繰越明許費の追加と債務負担行為の追加をするもの

第 77 号
令和３年度秦野市水道事業会計補正予算（第１号）を定めることについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：収益的支出の営業費用を251万１千円増額するとともに、資本的支出の建設改良費を
486万１千円、職員給与費を235万円それぞれ減額するもの

第 78 号
令和３年度秦野市公共下水道事業会計補正予算（第１号）を定めることについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：収益的収入の営業収益を568万８千円、収益的支出の営業費用を709万４千円、資本的
支出の建設改良費を1,384万２千円、職員給与費を2,093万６千円それぞれ減額するもの

第 79 号 令和３年度秦野市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）を定めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：職員給与費として歳入歳出それぞれ100万５千円を減額するもの
第 80 号 令和３年度秦野市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）を定めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：職員給与費として歳入歳出それぞれ190万２千円を減額するもの
第 81 号 令和３年度秦野市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）を定めることについて 可決 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：職員給与費として歳入歳出それぞれ173万４千円を追加するもの

第 82 号
令和３年度秦野市一般会計補正予算（第11号）を定めることについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：子育て世帯等臨時特別支援事業費など２事業に歳入歳出それぞれ８億8,526万６千円
を追加するもの

陳
情

令３陳情
第 14 号

安全・安心の医療・介護・福祉を実現し国民の命と健康を守るための陳情

不採択●●●●●●●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○
願意：①安全・安心の医療・介護・福祉提供体制を確保すること、②保健所の増設など公衆衛
生行政の体制を拡充し、保健師などを大幅に増員すること、③社会保障・社会福祉に関わる国
庫負担を増額し、75歳以上の医療費窓口負担２倍化を中止するなど国民負担を軽減すること
について国に意見書を提出してほしい

令３陳情
第 15 号

介護施設の人員配置基準の引き上げのために、国に対し意見書の提出を求める陳情 不採択●●●●●●●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ○ ○ ●願意：６ページに詳細を掲載
令３陳情
第 16 号

精神保健福祉の改善に関する陳情 不採択●●●●●●●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ○ ○ ●願意：６ページに詳細を掲載
令３陳情
第 17 号

国に私学助成の拡充を求める意見書の提出を求める陳情
採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○願意：公私の学費格差をさらに改善し、全ての子どもたちに学ぶ権利を保障するため、私学

助成の一層の増額を図ることについて、国に意見書を提出してほしい
令３陳情
第 18 号

神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書の提出を求める陳情
採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○願意：令和４年度予算において私学助成の拡充を図ることについて、神奈川県へ意見書を提

出してほしい
令３陳情
第 20 号

令和４年度から市内全小学校における１クラス35人を超える学級へ教育支援助手を常時配置
させることを求める陳情 不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ●●● ● ● ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
願意：６ページに詳細を掲載

令３陳情
第 21 号

児童生徒の心身の健全な発達のため、公立小・中学校と公立幼稚園における新型コロナウイ
ルス感染症対策の中止等を求める陳情 不採択●●●●●●●● ●●● ● ● ● ● ● ● 退●●●●退
願意：６ページに詳細を掲載

議
員
提
出
議
案

第 ５ 号 秦野市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正することについて 可決 ○○○○○○○○ ○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○○○○要旨：市議会議員の期末手当の支給率を引き下げるため、改正するもの

第 ６ 号
国に私学助成の拡充を求める意見書の提出について

可決 ○○○○○○○○ ○○○○○○○○○○○○○○○要旨：公私の学費格差をさらに改善し、全ての子どもたちの学ぶ権利を保障するため、私学
助成の一層の拡充を図ることについて、国に意見書を提出するもの

第 ７ 号
神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書の提出について

可決 ○○○○○○○○ ○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：令和４年度予算において私学助成の一層の拡充に努めるよう、神奈川県に意見書を提
出するもの
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47

広告

広告

第１回（３月）定例月会議日程

※会議の日程、時刻は変更することがあります。
※議員への議案送付は、２月１７日（木）の予定です。

２月 21日（月）午 前 ９ 時 30 分 議会運営委員会
24日（木）午 前 ９ 時 本会議（開会（開議）・施政方針・提案説明）

３月 1日（火） 〃 本会議（代表質問）
2日（水） 〃 本会議（代表質問）
3日（木） 〃 本会議（議案審議）

本 会 議 終 了 後 議会運営委員会
4日（金）午 前 ９ 時 予算決算常任委員会（令和４年度予算：総務分科会）
7日（月） 〃 予算決算常任委員会（令和４年度予算：文教福祉分科会）
8日（火） 〃 予算決算常任委員会（令和４年度予算：環境都市分科会）
10日（木）午 前 ９ 時 30 分 総務常任委員会

総務常任委員会閉会後 予算決算常任委員会（補正予算：総務分科会）
11日（金）午 前 ９ 時 30 分 文教福祉常任委員会

文教福祉常任委員会閉会後 予算決算常任委員会（補正予算：文教福祉分科会）
14日（月）午 前 ９ 時 30 分 環境都市常任委員会

環境都市常任委員会閉会後 予算決算常任委員会（補正予算：環境都市分科会）
15日（火）午 前 ９ 時 30 分 議会運営委員会
16日（水）午 前 ９ 時 本会議（一般質問）
22日（火） 〃 本会議（一般質問）
23日（水） 〃 本会議（一般質問）
25日（金） 〃 議会運営委員会

午 前 ９ 時 45 分 予算決算常任委員会（座長報告・委員会採決）
常 任 委 員 会 閉 会 後 本会議（委員長報告・議案審議・閉会（散会））
本 会 議 終 了 後 議会運営委員会
議会運営委員会終了後 議会報編集委員会

前号（242 号）７面の露木順三議員の一般質問の記事に事実誤認があった
ことから、次のように訂正いたします。関係者各位にお詫び申し上げます。
問　豪雨により千村森林改良事業地内が崩れ、下部にある秦野のホタルを
守る会による蛍の育成地が被害を受けた。（以下略）

訂正と
お詫び

詳しくはこちら


